
第 3 節 箱 清水遺跡 の 意義

日 本考古学において 、 弥生文化の研究は東京本郷弥生町の向 ヶ 丘 貝 塚で口頸の欠けた壺が発見

された明治 17年に遡る。 それが報告されたのは明治22年 4 月の東洋学芸雑誌9 1号で、 この時は単

なる石器時代の土器と し て取りあつかわれている。 そ の後 、 26、 27 年に同種土器 の 発 見があっ

て 、 纏文土器とは異なるらしいとさ れ、 29年に蒔 田 鈴次郎氏か 「弥生式に就て」 を人類学会雑誌

122号に発表している。 そ の後の進展だが 、 29 年には 蒔 田論文をふ く めて 2 編、 30年に 2 編 、 31年

に 1 編 、 33年に 2 編といった状態で、 資料の蓄積は甚 だ し く 低調だった 。 そ こへ34年に至り 9 番

目の 「 箱清水逍跡報告」 がだされ 、 こ こに至って弥生式土器はようや く 自らの位躍を得た 。 森本

六爾氏は 「 弥生式土器研究史」 の中で、 「明治30年代に入りますと 、 当時の仮称 『弥生 式土器』

は西南方は南 九少卜Iから、 東北地方は陸奥にまで及んで いることか知られ 、 そ の 発見 国数も約30 ヵ

国に達する有様となって参りました。 殊に長野市箱清水に ある高等女学校の敷地から、 一逍跡に

し て数百 コ の土器を出 し たという事実は一層 こ の弥生式土器に議論の花を咲かせる結果と なりま

した。」 と い かに箱清永遺跡の発見が弥生文化研究上重要な エ ポッ ク であったかを述べている。

この最初の報文というのが明治34年 10月2 0日の東京 人 類 学 会 雑 誌187号、 35年 1 月20 日 同 誌

190号に掲載された 蒔 田 鎗次郎氏の 「長野市に於ける弥生式土器の発見」、 及び37年 2 月20 日 同誌

215号掲 載の玉 置 槃 雄 氏による 「 長野市で見た弥生式土器 」 で、 これによると、 長野高等女学

校々長渡辺敏氏か東京帝大の坪井正五郎博士に調査依頼を行い 、 博士は34年 9 月は じめに来長し

て遺跡視察後に講演を行っている。 博士は こ の遺跡が弥生遺跡だということで、 当時同土器を追

求していた蒔田 氏 に 再調査を命 じ 、 蒔 田 氏は 9 月19 日 に 箱清水遺跡に臨んでいる。

「長野市 に 於 け る 弥生式土器の 発見」 ―蒔 田 鎗次郎一

（ 『東京人類学会雑誌』 1 87 · 190号掲載 ）

長野縣長野市に今回 多数の石器時代の土器が 発見さ れたとの こ とで坪井先生が佐渡旅行の帰

途御立寄になったのであるか 、 其は｝爾生式土器の類 品であったので、 予に取調よとの仰であ

ったから 、 去月18 日 東京を去って長野へ向ふた。 予は直に土地の熱心家 なる高等女学校長渡

邊敏氏を訪 問して 、 氏の採集に係る聰ての土器を一 覧 し 、 翌 日 は氏の案内で其発見地と云ふ

字箱清水の高等女学校敷地へ行ったのである。 此地は善光寺 門前を左へ戸隠道をなだら上り

に漸々 2 · 3 町登った所で、 旭山、 郷路 、 往生寺、 大峯の諸山其西北を散 ひ 、 東南は廣 茫た

る平 野で 、 即ち長野市の存在する所である。 由 来 箱清水な る地勢は 、 前世期 に 於て非常 な る

大洪水でもあって形成せられたるかの如き水成岩質の丘陵であるから 、 禰生式の遺跡とも云

ふ可き竪穴は東京に於ての如 く 謳劃 判 然せず殆んど石器時代の包含層の如 く である。 現在露
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八 1 4

第13図 （ 第 1 悩I ) 蒔 田・玉附 論 文褐 図 土 器

はれているのは少かに 1 ヶ 所で、 其 も 坪井先生の仰で残されたので此れは餘程大き 〈 長さ 5

間程に深か 2 尺ば かり 矢張り 闘形で最早中心と思はる 、 所は掘り取られたと見へて、 予が発

掘の時は少量の炭及び土器の小破片 丈けであった。 其他猶 は 穴と思 ふ 所 も 有ったがIi寺 日 に

制 限があるので一先づ中止したが、 従来 発見された逍物に就て取調 べ 得た 結 果を 述べ様と

思ふ。

土器の 多 〈 は破片であるから全形を認むべき物は賓に 少数である。 然しこれを大 凡に分類せ

ば左の如くになる。

（憂付きの も の） 皿形 、 コ ップ形 、 瓶形あり。

（ 椀形の も の） 平底、 糸底あり。

（ 漏斗形の も の） 有孔と無孔あり。

（深皿形の も の） 平底、 糸 底 、 有孔、 無孔とあり。

（ 瓶形の も の）

其 他手掛ある茶椀形土器、 石器及び焼 ヶ 唆、 焼 ヶ 木等 も あった。

（ 第 1 圏 ） ( 1 )は竪 5寸横巾 廣き所で 2 寸 8 分左 右の側（内側黙線 あ る所 ） に切込あり且つ中 央に

は 圏の如く 1 個の突き孔がある内外共に糸恩朱塗りで之は大なる高杯の益の破 片であって切 込

は即ち祝部に能くある透しの類と思はれる中央の孔は未 だ例がない囲用と も 考へられねば 矢
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張り装飾の一つであ ろ ふ 外線は其品の形状を示すのである(2)、 (4) 、 (5)、 (6)、 及び(3)は豪の種

類なり(3) 、 (6)を除 〈 外は継て 朱 塗りである(5)は杯の着け際に薗の如く三段の高まりあり此れ

は未だ類 品を見ない。

(7)は高さ 凡 1 尺 5寸杯の直裡 1 尺 2 寸其質堅く全体朱塗りで美麗なる光澤を有す此れは今回

発見 中の優品であるか若し 1 圏の全体が完備して あったならば恐 ＜ 其右に出るであ ろ ふ 。

(IO)は高さ 凡 4 寸上部は欠損すれど其形状は先づ貼線を以て 示すが如くならんか胴部には不規

則なる波紋がある其色は帯褐黒で最 も 粗造なれば若し 1 個で発見したならば或は石器時代の
土器の如く考へら れる。

(12)は高さ 凡 5寸 口 裡 4 寸なり頸部の周園には横に長短の 5線があって 其上下には(IO)と同じ 〈

不規削な波紋か曲かれ て ある東京近傍には 多く此の類 品を出す（但 し 飾 り あ る物は 少 し ） 。

(24)は高さ 2 寸 口径 4 寸 5分深き皿形をなす内部は継て 黒 塗りなり。

(8)は高さ 4 寸 2 分 口 裡 2 寸 8 分全体に波紋及び頸部に横線ある事(12)と同じ。

(22)は縁厚 〈 肩 部を著しく突き出 て 底 部へ急に斜面をなす全体朱塗りにて 底は上げ底なり。

(25)は雌手に て 最 も 巧なる製作なり 而して 底は糸底である。

(9)は口揺 1 尺 2 寸継朱塗で口邊に近く園の如 〈 相射して 2 個の突き孔か あ る其質堅 〈 全体は

頗る大なる物であ ろ ふ。

(13)は胴部より上を失へり故に全体を知る事は出来 ないが現存部はすり鉢の如く上の欠け口に

著 し き角 度あり廣き所で直 径 凡 2 尺 総朱塗りなり(9)の口部は或は之に附 属するか も 知 れないか
中 央部がないから 不明である。

(23)は高さ 2 寸 5分 、 口裡 凡 5寸(22)の類品なれど 縁部薄 〈 肩より底へ漸々丸みを持つ底部には

裡 6 分程の大孔がある。

(II )は上部全く欠損す現形の高さ 6 寸 8 分頸部に横線あり 又 波紋ある事(i i)、 (12)の類なり。

(15)は漏斗形の も の之に有孔及び無孔とあり 口裡 凡 5 - 6 寸 。

(21)は 口 裡 凡 3 寸 嵩さ 1 寸 4 分側面に 6 分程の手掛と思はる突起あり内外共に総朱塗りなり 猪

ロ の類に て も あるか。

(19)は茶碗形の も の 口 径 4 寸高さ 2 寸外部は朱塗りなり。

(17)は最 も 薄手の製作に て 全体に細かき刷目あり 口痙 4 寸高さ 2 寸 3 分程。

(1 4)は高さ 1 寸 6 分下部直 裡 3 寸 3 分外部は朱塗りなり其形笠の如く内部は矢を以て 示すが如

く上下へ貫通してをる予は何れかに属する蓋の類と思ふなり 。

(18)は(14)の類品なり左れど内部は貰通ぜず朱塗りに て 高さ 2 寸 4 分程なり。

(16) 、 (20)は餘りの小破 片で蓋の類なるや将た底 部なるや判然しない只(16)は一つ(20)は五つの中央

に小孔がある。

今 回 発 見 中 の主なる土器は先づこんな物である其他！爾生式の特徴ある大瓶形の大破片 も 有っ

たが後は小破片で別段記する程の品 も ない今此等の土器を東京 邊のと比較して 見よふならば

- 3 1 -



非常に精巧の者あり 又 劣等の者がある素より地方によりて其製作を異にするのは裳り 前の事

で石器時代に於て も 亀 ヶ 岡式と云ふ様な者である殊に今回の調査は面 白く未 だ 痰 見されない

者が澤 山 ある。 (1)、 (2) 、 (5)、 (7)、 (JO)、 (22)、 (25)、 (23)、 (13)、 (2 1)、 (1 4)、 (18)、 (16) 、 (20)、 及 其他石器の

類である。 就中(7)の如きは東京邊のり爾生式の類とは全く思われないが去りとて 又古墳からこ

んな朱塗の土器の出た例 も 聞かない 又(1 4) 、 (18)が 、 予の云ふ如く或る器物の蓋であったならば

人類学教室にある ジ ャ ヴア ボ ル ネ オ 邊の焼き物に能 〈 一致するのである。

模様の類は餘り見受けない先づ(JO) 、 (12)、 (8)、 (I I)位の者だ 又今回は有孔の者が割合に 多く出た

(1)、 (9)、 (23)、 (12)、 (14)、 (16)、 (20)の類で(1)は装飾(9)は宜用⑫は現今の漏斗の如き用に供したる も

のか(14)、 (16) 、 (20)は息き出しの為めとで も 云ふ 可きか左れど(23)の孔に至ては更に其用を知るを

得ない。

聰て今度の発見は小形の物が 多い様であるが小形程欠 け ぬので大形の物 も 数 多 痰 見されて居

る何れ も 破片で底部に依て漸く知る事を得るので其最大なる物は 直 裡 4 寸 2 分 も ある又最小

なるは直 裡 l 寸餘りなり。

次に禰生式の穴から数個の石器が痰見されたのは今回が初めて ゞ ある其形状の異なりたる物

4 個に就て左に述べよふ(29)は断面が 3 角 形の石器で其角 の 3 面か磨かれ(27)は下部か凹 状に(28)

は左側面が何れ も 磨かれてある(26)は其形磨製石斧の如 〈 なれど 刃部丸く磨かれ決して 刃とし

て用 ひられたる も のではない以上の石器は或は石器時代の 品 と梢する も 其 判 別 出 来 ないが

(26)圏の如きは確に一つの特徴かある予は此等の石器は土器製造の為に造られたのであ ろ ふと

考へる。

以上の疲見品に依て此の遺跡と も 云ふ 可き竪穴に附て大に研究する所があった予は此の穴の

或る者が焼け 菱、 炭、 灰、 及石器などの痰見から見ると確に其の 1 部は土器 製造場慮として

用ひられた事が推察出来る。

終に一 言すべきは此の5爾生式土器が古墳時代の前或は後に属すべき者か将た 又並び行はれた

るかは最 も 研究を要すべき問題であ ろ ふと思ふのである。

編者 曰く此逍跡の事にl捐しては曾て長 野中学の 野津左馬之助 氏より坪井理科大学教授へ信

書昨年 9 月 4 日附 けを寄せられし事有り。 一 説として之を左に附記す。 （ 前略） 却 説一 昨 夕

は御来 長 且つ御 講話をなされ候趣傭 承致居候へど も 折悪 〈 他出中拝顔の榮を得ず逍憾此事

に御座候 承れば其節高等女學校敷地痰掘のう爾生式土器につき御 講話なされたる趣に候虚右

痰掘土器の 多分は渡邊該校長の手許に有之御一 覧の事と存候小生 も 生徒より贈典 〈 れし破

片 又自分採得せる も のを も 所持致居候禰生式土器に付ては兼ねて愚 考 も 有之候事故生徒雨

3 名 引き連れ再應探訪候結果左の数品を拾得候。
1 、 土器

甲 、 朱を塗りし も の。

乙 、 朱杯塗ら ざる浮紋土器にて普通諸方にて猿見する物 、 此式に隔する も のは該地のみ

- 32 -



ならず此所を去る 2 -3 丁の畠地よりも度々痰見す。

2 、 石器

甲 、 打 製 1 個。

之 又北佐久郡 邊にあるものと同 質同式のもの。

乙、 磨 製 1 個。

之 又 同 断半は折れたるものにて歯の邊 使用 せる結果として著し ＜ 磨滅せり。

3 、 石鏃及び其材料 数々 普通のもの。

4 、 緑玉 1 個。
5 、 渦 紋土器破 片 数個。

右は 凡て現在の儘なるを拾 ひ しには無之人夫の掘出せる跡 又は運土の堆積中より得しもの

に候 第 三紀層の上に 凡 そ ー尺 計りの黒 色 糞土ある其 中 より重に得たるものにて候。

元来禰生 式土器なるものは未だ學者間に一定の見解も無之 様に候へ共小生 の 卑 見にては

（ 重 に 信）+I地方 に 於 け る現状 よ り 推iJIIJ し て ） 矢 張り コ ロ ポ ッ ク ル人の製 作物なれども彼等人族

の末期に際し大和民族の膨張の為め相接翔し其結果として雨人族の製 作法及び其式を混合

せるものとの考にて御座候。（下 略 ）

この報文によると、 幾つかの竪穴住居址があって 、 その中には 火 災による廃滅で炭化した麦の

出土のあったことがわかる。 又、 蒔田 氏の調査に先ん じ て行な われた長野中学校の 野津左 馬之助

氏の調壺によると少なくとも基盤層までは30cmの堆梢のあったことが知られた。

次に玉謹 氏の報告は整地工事が終り 、 北校舎 、 中校舎 、 寄宿舎、 雨 天体操場の落成を見た37 年
に鳥居龍蔵氏と共に見学された時の レ ボートで 、 まだ竪穴住居の断面がのこっていた。

「 長 野市 でみ た 弥生 式土器」 ―玉置繁雄一

（ 『東京人類学会雑誌』 215号）

題琥に掲げた通り 、 私は これから 咋年鳥居氏と共に北信 楼地方へ旅行した時に、 其長野市の

高等女學校で見て来た｝爾生 式土器に就て 、 聯か所見を述べやうと思 ひ ます、 最も此事に隅し

ては 已に蒔田 銃次郎氏が本誌第17巻 1 89琥及び仝 じ く190琥に 「 長野市に於けるり爾生式土器の

痰見」 と題して報告をせられてありますから 、 それを是非共参照して頂き度い。

附 言、 本文起稿の時に際して鳥居氏が材料及 注意を典へられました為に愚論の立脚地を得た

事が 中々少量でありませんから 豫め弦に記して其厚意を謝します。

さ て此高等女學校のある地は小字を箱清水と云って 、 市の北端 、 山の麓で見晴もよ く 、 彼の

有 名な善光寺へも右 手の方僅 12丁の慮である。 此學校の建設せられたのは23年前の事である

が其裳時地均をした時に其所此所に所謂塵捨穴も痰見されるし、 塵捨穴からう爾生式の土器も
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痰見されたのである、 吾 々 は其掌時痰掘さ れたもの並に其以後少し宛集 っ たものを 見て来た

繹である、 塵捨穴の如何なるものであるかは今も 1 個横断面の残 っ て居るのかあるからよ く

分る、 深さ 2 尺 5 寸位、 長さ は 3 間位、 土器の埋ま っ て居る 有 様 も 1 ヶ 所に集 っ て居 ら ず

にチ ラ ホ ラ 黙 々 散在して居る慮が十分分る 、 其所を窮 慎に撮 っ たのであるが雪や何かの尻に

明瞭に出来なか っ た、 尚 は 同校長の渡邊敏氏か厚意によ っ て人夫を検して吾 々 の為に塵捨穴

のあり そ う な所を 2 時間 餘りも縦横に痰掘して呉れたのであるけれども土器 片 1 個も得ずし

て終りました 、 此現象は或側かやいへば徒労に帰したや う であるが然し是によ っ て此地の！爾

生式の土器は塵捨穴以外に痰掘し得られぬといふ事が證明されるのである、 然のみなら ず 今

迄此所の例に依 っ ても塵捨穴以外よりは出ないといふ事であるから 尚 更1造に證明は付 く し 、

已に痰掘せられた土器の中十中の五六迄殊更に打 ち く だいて放棄したらしい形式があ っ て）寝

物を棄てたらしい形式は比較的少 く ないし 、 今露はれて居る断 面のエ合或は土器と同時に木

炭或は籾殻の炭などの痰掘されているのを以て考へても竪穴に居住して居 っ たもの 、 歿した

ものとは思へないし、 蒔田 氏の言の如 く 製造場とも思へない、 其故は製造場として常に伴ふ

べ き 物件即 鼈跡、 数 枚添着して居る重り燒等ーも見えないで只土器の表面 コ ス ル 為に用ゐ し

と思へば思はれる石 2 -3 出づるのみ、 此石とても何とやら 此土器とは 同 時 代 否 此土器を製

造する時に用ゐ られたものでないとは賓物を一見さ へすれば容易に見分けられるし貿用でな

いといふ事は 已に蒔田 氏の掲げられたる園に依ても知らる 、 上 殊に朱を 多 く 塗 っ て然も禅手

のものか幾つもあるので知られる。

斯 う して考へて見ると製造所説も貰用説も此所の例には霜てはまらない。

此所に一の面 白 い事貰として現はれたのは他でもない祝部土器のi；爾生式土器と同 時に同 所か

ら 痰掘せられた事である、 尤も祝部土器の｝爾生式土器と同時に痰掘せられる事は珍らしい事

ではないか其形式及び模様の相似たる貼である。

( 33, よ 祝部31 · 32 · 30 · 34· 35 · 36 ,よ り爾生式） •••...•••..••••.•.••• ( 中 略 ） ．．．．．．． ． ．．． ．． ．．．．．． ．．．．．

ですから 今は此所から出たり爾生式土器に封しては其祝部土器と同一の使用なる事と云はんと

するのである、 即 祭器説である、 固より祝部土器とても古 く 遡れば貿用であ っ た時代もあら

ふが今は已に祭器と認められて居る以上は祭器と云 つて差支へあるまい、 さ すれば朱塗の彩

色もよから う 、 薄手なのも解釈が付 く 、 殊に朱塗のは今も三方に朱途のものもあるを以て見

れば思 ひ半ばにも過 ぎる事である、 又其高杯形にス カ シのあるのも三方の孔が證明せよ う 、 彼

の木炭のあるのも大 野氏の説の如 く に伊勢神宮の例によって時 々 燒 き 棄てたものとすれば差 支

へがな く 、 其の土器の量の 多いのも其神宮の例より推せば一 向差支へる事はない。 さ う すると

此地に何か大 き な神社がなければなら ぬ即 日 本地理志料巻 ノ 7 、 水内郡芋 井の條を按 ずるに、

（ … … ） 意水内神社在此、 … …（中 略） … …神 名 式水内郡建御 名 方富 命彦神別神社 、 一 名 水

内神 、 今在箱清水村善光寺域内 、 梢年神堂 、 按善光 寺縁起、 推古帝時、 1+1 人若麻紋束 人、

獲 佛像於難波堀江、 後建堂於水内郡芋井郷安焉、 所謂善光寺是也、 栗田 寛 曰 、 初 東入設寺
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干社地 、 及佛寺盆盛 、 神祠党衰 、 僧徒奪其社地、 大典堂塔 、 而本社僅存ー小祠 、 梢 年神堂 、

世不復知其為官社 、 唯如 来堂今猶行風祭 、 注連張 、 年 越等神事者 、 即 本社祭俄之遺也......

とあ る ので愈協かめ る 、 右水 内神社は今は明治11年善光寺の境内か ら 其東方瑕寝岡 、 元 本城

山とい っ て往時城塞のあ っ た地へ移され•てあ る 。

右に述べたか 、 りであ る か ら 他はい ざし ら す 此高等女學校敷地か ら 痰掘された5爾生式土器は

祭器であ る と私は云ふのであ る 、 か然し此所か ら 出 る も の 、 中 に 糸底の も の 多く出 る のを以

て見 る と ，｝爾生式といふ 中で も 時代は殊に 新しい も のであ ら うととにかく時代は祝部土器の行
はれて居 っ た 末期此方の も のであ ら うと考へ る 。

以上述べた慮は余か一つ信濃で見て来た例 に 1 -2 他の知 っ て居 る 例を加へて此の地に於け

る ｝爾生 式 土 器の如何な る も のかを論 じ た だけで他の 多くの例にまで推し及はす事の出 来ない

のは無論の事であ る か ら 一 言 加へて置きます。

その後、 遺物のうち完形を保つ も のは東京大学 人 類学教室 に 贈 られたか、 それで も 多 〈 の逍物

は学校に保管されていた。 大正 14年刊行の 『長野市史』 には次の様な記述があ る 。 即ち遺物2 0数

点を 4 段の棚 に 並べて写真撮彩し 、 その説明として 「 上より 1 · 2 段は古 ア イ ノ 人 使用の土器に

て 多 〈 は液体を容 る る 器の破 片なり。 第 2 段の中央にあ る も のは 、 梢形を存す る も のに て 、 土瓶

の如き も のなり。 他は 器物の把手なり。 皆 、 裔等女学校敷地地な ら しの際に 出でし も のなり。 第

3 · 4 段は弥生式土器にて 、 多くは液体容器及 その台 、 漏斗等なり。 皆裔等女学校敷地より出で

たり。 同地は弥生 式土器を 出 した る ことは数において殆本邦第一にて形状の完全な る も のは 多く

束 京 大学 人 類学教室に贈れり。

これに よ る と箱消水逍跡からは弥生土器のみならず 、 蠅文中期土器 も 出土していたことがわかる。

又 、 蒔 田 ・ 玉臨論文か ら も 弥生土器のみではなく土師器 も 結構 多く出土していた。 又、 『長野市史』

の挿図によ っ て も 古墳時代の土師器や 、 高 台を有す る 歴史時代の土器の 混在がうかがわれ る 。

昭 和に 入 っ て長 野高等女学校は14年の 火 災で収蔵遺物を焼失してしまうか 、 その前に藤森栄一

氏が迫物を実調してい る 。 弥生 式土器漿成図録作成の時で、 氏は弥生土器を信 濃の弥生後期の標

式土器に指定し 、 「箱清水式」 に 提唱された。

「 信 濃 の 弥生式土器 と 弥生式石器」 ― 藤森栄一 ー

（ 『考古学』 7 - 7 )  

長 野箱消水

長 野 市箱消水が 明 治の末期長 野高女の校庭工事によ っ て発掘たれた際、 出土した 弥生 式土

器は完全に近い も ののみで数百個 に 近か っ たと当時の記録にあ る 程ですか ら 、 余程の大逍跡

だ っ たに迩いありませ ん。 それ等は刷毛目を も つ猥とそれに等しい鉢、 有孔底の土器 、 鍔を
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JO zo JC "" 

第14図 藤森論文掲図土器

もっ た土器同 じ 意味の角 を持っ た土器等と又塗丹された 円 底の壺 、 碗、 高杯 、 器台等の A ·

B の二形態に分ける こ とができました。

前 者は粘土は良いのですが 、 焼成は極めて弱 く 、 薄 手で ガサ ガサの粗雑さ で 、 後者は美し

＜ 磨かれる場合が 多いのです。 櫛 目 文に類した施文も大分ありますが岩村田 期のものより大

部精彩を失って殆んど整形副作用にす ぎません。 箱清水では凹石が数個出土しています。 信

濃 全体に及んで こ の期の遺跡は最も禰漫したものの様であります。 千 曲 川 上流では岩村田 町

付近、 中込町付近 、 犀 川 では松本市南方の低地 、 出 川 • 清水方面 、 諏訪湖の橋 原 、 横 内 、 天

龍 川 上流の長岡など 共にすばらし く 広汎な緊落遺跡の大きなものです。 い ずれにしても石器

は大きな石錘や凹石などの絶対的鈍器の外は注意されておりません。 逍跡の断 面からは往々

竪穴か見出さ れるのですが 、 それらは余り大きなものではありませんがその数はすばらし 〈

多 く 密集しているのが常であります。

この場合の箱清水式中には古墳時代に属する土師 器が混入している様である。 しかし 、 弥生後

期に位置づけした 氏の業績は大きい。

以後 、 更に20年を経過し、 31年には 『 信 濃 史料 1 巻 』 が編まれたか 、 こ こ では 藤 森 説を継続

し 、 弥生後期の一 型式として箱清水式を設定している。
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斯様に、 箱清水遺跡は伝説のみならず日本の弥生文化研究史上輝 く べき位置を 占 め て いる。

戦後、 学校前庭の整備が行なわれた際に縄文中期と弥生後期の土器 片が出土した。 こ の結果、

学校敷地の南半分にはまだ遺跡か残っ て いるとの期待が も てた 。

昭和53年に同窓会館の改築が決ったので 、 同校地歴班が発掘調査を行なった。 だが地形的に遺

跡の束 限を越えていて遺構 ・遺物の発見はなかった。

続いて校舎の全面改築工事が始ま り 、 それに先立って 55年に南校舎と中校舎間の中庭に グ リ ッ

ドを設定。 その結果、 昭和1 4年 火 災の廃土埋立層、 明治3 4年校舎建築時埋土層の下に遺物包含層

を見出した。 南校舎 、 及び前庭の地表下2. 4m に箱清水遺跡の眠って いることが確認できたから

である 。 又、 北方は中校舎下まで及んでいる こ と も 推察でき 、 今後、 同校舎改築時には調査すべ

き必要のあること も わかった。

そして 、 昭和58年の調査で、 つ いに竪穴住居址 l 軒を露呈する こ とかできた 。 82年ぶ り に学 史

の中から 箱清水遺跡か甦えっ て きたのである。

逍物量は今回 も 少なかったが、 住居址という遺構に係って の出土なので大きな価置かある。 弥

生から古墳時代にかけ ての ヒ ヤ タスをうづめ て く れるに相違ない。 また 、 こ の資料が現代東大人

類学教室に眠っ て いる 明 治3 4年出土資料に生 命を与えて く れる筈である。

（ 桐 原 ）
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長 野 市 出 土 箱 清水式土器集 成解説

出土遺跡及 び文献

神楽橋遺跡 1 - 3 文献93

篠 ノ 井遺跡群 ・ 大規模自転車道地点遺跡 第19号住居址 4 · 6 · 8 文献1 07
I

I

 

I

I

 ＂ 

第22号住居址 5· 7 · 9 · 11 · 1 2 · 14· 18· 19 

第24号住居址 13· 16 

第25号住居址 10 · 15 · 17 

国 鉄貨物基地逍跡 2 0- 26 文献55

四 ツ 屋 遺跡（清 野小学校 旧蔵） 30 文献77· 93
II 第 17号住居址 32· 40· 42· 48· 57 - 59· 65· 77 文献108
＂

 ＂
 

II
 

＂
 II 

＂ 

II
 

II
 

＂ 

第24号住居址 34· 36· 55· 67· 7 0· 82 

第25号住居址 72 

第26号住居址 54 

第27号住居址 38· 45 

第28号住居址 41· 46· 5 0  

第30号住居址 33· 35· 43· 53· 76· 86 

第31号住居址 83 

第32号住居址 75 

井戸址 3 74 
II 包含層 27 - 29· 31· 37· 39· 44· 47· 49· 51· 52 · 56· 6 0- 64 · 66 · 68· 69· 7 1  

73· 7 8 - 81· 84· 85· 87· 88  

0 神楽橋遺跡 、 国 鉄 貨物甚地遺跡 、 四 ツ 屋遺跡 （清野小学校 旧蔵） 出土査料は笹沢浩氏原図によ
り 、 その他は各報告書原図に 基づいた。

0 四 ツ 屋遺跡出土資 料には弥生時代末葉から 古墳時代初頭に至る段階 、 い わ ゆる 「御 屋敷式」 期
所産の資料が含 まれているが 、 本集成に お い ては箱清水式の末期的様相と し て把握した。

O 掲載した資料は全て長野市立博物館に おいて保管されている。
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